
  

第４章  基本施策 



 

 

町内には、様々な施設があり、各種競技団体、地域のスポーツ団体など様々な活動が行われて

います。地域の活力を育むためには共通した目的を地域で共有し、活動する団体の連携やサポー

トが不可欠です。地域の一体感や活力の醸成に繋がるよう地域スポーツ活動の向上に取り組みま

す。 

数値目標 R１実績値 R７目標値 

人材バンクに登録する地域スポーツ指導者・スポーツ 

ボランティアの登録人数 
０人 ５０人 

 

基本施策 1 地域の人材や地域資源の発掘・活用 

  府中町には、様々なスポーツに取り組む人や団体、企業、施設があります。これらの地域資源

を発掘し、繋げ活用することで、町のスポーツ技術向上と事業活性化を目指します。 

 

■主な取り組み 

（１）競技スポーツに取り組んでいる人材や、町内で活動する各競技団体から技術を提供できる

機会を創出するため、団体の指導者やボランティアなどから、スポーツ活動をサポートできる

人材の登録を行い、紹介・あっせんなどを行う人材バンク事業に取り組みます。  

（２）町内には、様々な民間のスポーツ施設があり、また、企業のスポーツ部も活躍されています。

民間のスポーツの指導者を招き、指導方法を学ぶなど連携事業を進めます。 

（３）スポーツ施設だけではなく、身近にある「府中町ふらっとウォーキングコース」や地域の公園を

活用した事業を関係団体と連携しながら取り組みます。 

（４）総合型地域スポーツクラブとの連携を強化し、地域スポーツ活動を促進できるようサポートし

ます。 

 

基本施策２ 地域のスポーツ活動の支援 

   町内で開催される町内会や各種競技団体の行事を支援し、地域スポーツと地域コミュニティ

の活性化を目指します。 

 

■主な取り組み 

（１）町内会や各地域のスポーツ推進委員、各種競技団体が主催するスポーツ行事に対し、施設

や備品の確保、指導者やボランティアの派遣などの支援を行います。 

（２）スポーツを通じた多様な地域交流や仲間づくりを目指した地域スポーツの場づくりに取り組

みます。 

 

基本施策３ 学校等におけるスポーツの指導、ボランティア活動の充実 

   新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導体制を整備するため、学校外部人材との連

基本方針１ スポーツを通じた地域力の向上 
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携を進め、教職員以外の多様な人材が専門性を発揮し子どもたちの指導・支援にあたる「チーム

学校」に取り組みます。 

 

■主な取り組み 

（１）子どものスポーツ活動の活性化と体力向上を目指し、地域で活動されているスポーツ指導者

やボランティアと連携しながら推進します。 

（２）国が示す「学校と地域が協働・融合」した部活動の実現を目指し、国の方針を見据えながら、

中学校及び地域スポーツ指導者やスポーツ団体と連携し、休日の部活動の地域移行を段階

的に進めます。 

   

 

 

幼児期から高齢者、障害者などすべての人がそれぞれのライフステージに応じ、「する」スポー

ツだけでなく、「みる」スポーツ、「ささえる（応援する）」スポーツを、継続的に親しめる環境を充実

させ、生涯スポーツとして１人 1スポーツを楽しむことができるよう取り組みます。 

 

数値目標 R１実績値 R７目標値 

体育施設の年間利用者数 342,546人 400,000人 

20歳以上の住民が週１回以上運動している割合 
48.5％ 

（H29実績値） 
65.0％※ 

  ※R7年度の目標値は R5年度に行う調査の実績値をみた上で設定します。 

 

基本施策１ 年代にあわせたスポーツの推進 

生涯を通じてスポーツを楽しむためには、どの年代においてもスポーツを「好き」になることが

必要であるため、それぞれの年代に応じたスポーツに対する好意意識の向上に関係団体と連携

しながら取り組みます。 

 

■主な取り組み 

（１）幼児期から運動や遊びを通して体を動かすことを習慣化して、その後のスポーツ活動の素地

をつくります。同時に、仲間との交流による他者を思いやる心や忍耐力、ルールの厳守などの

精神面の育成につなげます。また、親子で参加し、互いに楽しむことのできる事業を実施しま

す。 

（２）児童・生徒期に体験したスポーツが将来にわたって好きなスポーツ、「する」スポーツになって

いくことが多いことから、体力向上も踏まえて多種目のスポーツ体験やトップレベルの選手を

「みる」ことができる環境づくりに取り組みます。 

（３）成人期は、仕事や育児などの生活環境の変化により、日常的にスポーツをすることが難しく

基本方針２ スポーツ参画人口の拡大 
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なっています。ライフスタイルに応じ、気軽にスポーツができ、生活習慣病予防など健康維持

の習慣化を促す仕組みづくりを府中町の関係課や関係団体と連携しながら進めます。 

（４）気軽に始められる軽スポーツであるウォーキング事業などを関係団体と連携しながら取り組

みます。 

 

基本施策２ 高齢者のスポーツ習慣づくり 

  高齢者にとってスポーツは、健康・体力づくりだけでなく、社会参加の場として重要な役割を備

えています。また、若い世代と共に地域社会を支え、地域活性化の一翼を担うことから「府中町

高齢者いきいき活動ポイント事業」を活用するなどスポーツによる活力が生まれるよう推進しま

す。 

 

■主な取り組み 

（１）スポーツを自ら「する」だけでなく、「ささえる（応援する）」ことでも楽しめる仕組みづくりを関

係課や関係団体と共に進めていきます。 

（２）体力づくりのためのスポーツ習慣化の取り組みを関係課や関係団体と共に進めていきます。 

    

基本施策３ 障害のある人のスポーツ・レクリエーション活動の促進 

    障害のある人のスポーツ・レクリエーション活動に対する理解を深めながら支える人を発掘し、

障害の有無に関わらず誰もが一緒にスポーツを楽しむことができる環境を整備します。  

     

■主な取り組み 

（１）障害者スポーツについては、年齢や性別、障害等を問わず、広く人々がスポーツに参画でき

ることが必要です。関係課や関係団体と連携しながらニーズを把握し取り組みを進めていき

ます。 

（２）障害のある人がスポーツや運動をするためには、ボランティアによるサポートが重要であるた

め、関係課や関係団体と連携しながらボランティアの体制づくりを行います。 

（３）障害の有無に関わらず、一緒に楽しめるスポーツを通じた交流事業を推進します。 

 

 

 

スポーツを継続していくには、目標の設定が必要です。目標設定には、スポーツをする目的に

よって様々ですが、競技スポーツにおいては、試合や大会で勝利することが目標の一つとなりま

す。 

目標に向けた過程において、多くの人が「ささえる（応援する）」ことによって、競技スポーツは

「する」人だけでなく、「みる」人にも感動を与える魅力を持っており、特に地元選手の活躍は、住

民にとっても活力をもたらします。 

そのため、競技人口の増加やレベルの向上、子どもたちの夢につなげるよう競技スポーツへの

支援や環境の整備、指導者の人材育成を推進していきます。 

基本方針３ 競技力の向上 
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数値目標 R１実績値 R７目標値 

トップアスリートやプロ選手を招聘したスポーツ教室の開催 ０回/年 ２回/年 

 

基本施策１ トップアスリートやプロスポーツに触れる機会の創出 

トップアスリートやプロスポーツなど高い技術を持った人に触れる機会を創出し、子どもたちや

競技者が競技スポーツに対する意識を高揚させ、競技力のレベルアップにつなげます。 

 

■主な取り組み 

（１）トップス広島に所属するトップアスリートなどによるスポーツ教室を開催し、講話や実技指導

で運動意欲の向上、技能や技術の取得ができるよう取り組みます。 

 

基本施策２ 競技スポーツ団体等への支援 

競技人口の拡大と共に多くの選手が国民体育大会を始め全国大会へ出場できるよう競技団

体を支援します。 

 

■主な取り組み 

（１）体育協会を通じて競技団体の活動を支援し、競技人口の拡大と競技力の向上を図ります。 

（２）競技スポーツの推進を目的として、国民体育大会・国際大会などへの参加を支援します。 

（３）中学生の部活動の地域支援をします（再掲） 

 

基本施策３ 指導者の育成・支援 

  各年齢や成長段階に応じた適切な対応や指導・助言ができる指導者の養成と確保に

努めます。 

 

■主な取り組み 

（１）体育協会加盟団体やスポーツ少年団に、公益財団法人日本体育協会や広島県体育協会の

主催する講習会などへの参加を促し、指導者養成と確保に努めます。 

（２）指導者の資質向上のため、救命講習、熱中症や様々な感染症対策、スポーツ医学やスポー

ツ科学を取り入れたトレーニング法など競技を超えた指導者講習会を開催します。 

 

 

 

当町の保有するスポーツができる 21 施設のうち、６割が建築後３０年以上を経過しています。

施設の老朽化や多様化するニーズの変化に即し、限りある体育施設を有効利用できるよう運用

を見直し、また、施設を安心して使っていただけるよう府中町維持保全計画に基づき、計画的に

維持保全改修工事を行うことで、住民が身近にスポーツに親しめる施設環境を整備します。 

基本方針４ スポーツに親しむ環境の整備 
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基本施策１ 公共施設予約システムの導入等による運用整備 

ＩＣＴ（Information and Communication Technology）の発達やスマートフォンの普

及に伴い、施設状況の検索サービスは現代社会においてニーズが高いことから、予約システム

の導入を踏まえ、施設利用に係る手続きなどの運用方法等、利用者ニーズにあった仕組みづく

りの検討を行います。 

 

■主な取り組み 

（１）広島県が導入している公共施設予約システムを活用し、対象施設や利用サービスを段階的に

導入し、利用者のサービス向上に取り組みます。 

（２）施設の効率的利用のため、施設利用や手続きの運用について検討を行います。 

（３）施設の管理・運営にあたって指定管理者制度を視野に入れて検討し、利用者ニーズにあった

サービスの提供ができるよう努めます。 

 

基本施策２ 公共スポーツ施設の計画的な修繕・改修 

   日常的な施設点検など維持管理や、計画的な維持補修により、施設の長寿命化を図り、住民

が安心してスポーツ活動ができる施設運営に努めます。 

 

■主な取り組み 

（１）体育施設を安全に利用していただくため、維持保全計画に基づき施設の改修・改善を行いま

す。 

（２）平成８年度広島国体サッカー会場として整備した揚倉山健康運動公園の内、上段多目的広

場の人工芝改修など公共施設の有効活用と利用促進を図ります。 

（３）揚倉山健康運動公園の下段多目的広場については、現在土グラウンドとして利用できますが、

利用率が少ない状況となっています。上段多目的広場の人工芝との相乗効果を踏まえて、よ

り多くの住民が利用できる施設として利用促進を図ります。 

（４）令和 2 年 6 月に水銀灯が生産中止になっていることや、維持保全計画などにより体育施設

照明の LED化を推進していきます。 

 

基本施策３ スポーツに関する情報の発信 

   住民が気軽にスポーツの情報を入手できるようスポーツイベントやサークルなどの情報発信に

努めます。 

 

■主な取り組み 

（１）町の公式ホームページやＳＮＳ、「ためまっぷ府中町」などを活用し、リアルタイムな情報発信

に努めます。 

（２）災害や感染症の蔓延など、体育施設の利用制限下でも、ＩＣＴなどを活用し体力の向上の情

報等を配信できるようスポーツ団体やスポーツ指導者と連携しながら仕組みづくりに取り組

みます。  
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